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１．調査対象者(回答者)の属性 
①調査対象者（回答者）の世代別分類 [％、 ｎ＝2,000]  

 
②調査対象者（回答者）の職業別分類 [％、 ｎ＝2,000]  

 

13.2 

16.7 

19.6 16.5 

19.2 

14.9 
２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０代 

10.7 

6.4 

23.7 

12.9 

22.2 

23.3 

0.9 
自営業主／自由業／家族従

業者 
常勤雇用（役員・管理職） 

常勤雇用（非管理職） 

パート・アルバイト 

専業主婦・主夫 

無職・年金受給者／学生 

その他 

 

 
③調査対象者（回答者）の年収別分類  [％、 ｎ＝2,000]  

 

調査対象者（回答者）の年収別分類  ｎ＝2,000 

 
 

15.4 

26.9 

32.1 

15.3 

10.5 
２００万円未満 

２００～４００万円未満 

４００～７００万円未満 

７００～１０００万円未満 

１０００万円以上 

29% 

15% 

56% 

一都三県 

二府二県 

その他道県 

・調査対象者（回答者）（以下省略）の平均年収は約 553.5

万円（代表値を与えて平均値を算出）であり、年収 700万

円未満は全体の約 74％を占める。 

 

・自営業等及び常勤雇用等の全体に占める割合は、全体の

約 41％、無職・年金受給者等は約 23％となっている。 
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２．取引経験・商品認知度・商品理解の意欲等 
①取引経験のある金融商品（複数回答）[％、 ｎ＝2,000]   

 

34.9 

8.1 

2.6 

3.4 

21.6 

4.7 

5.2 

3.4 

2.8 

0.9 

6.8 

0.4 

0.4 

1.4 

56.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

株式 

円建債券 

外貨建債券（為替ヘッジあり） 

外貨建債券（為替ヘッジなし） 

国内投資信託 

海外投資信託（為替ヘッジあり） 

海外投資信託（為替ヘッジなし） 

指数連動型ETF（上場投資信託） 

信用取引 

有価証券関連先物取引、OP取引 

外国為替証拠金取引(FX） 

外国為替関連先物取引(FX除く)OP取引 

金利関連先物取引・オプション取引 

商品関連先物取引・オプション取引 

１～14の商品を取引したことがない 

・取引経験のある金融商品は、「株式」が 34.9％、「国内

投資信託」が 21.6％、続いて「円建債券」が 8.1％となっ

ている。 

 

・「外国為替証拠金取引（ＦＸ）」は 6.8％と個人が直接行

う証拠金取引の中では、最も取引経験者が多い金融商品で

あった。 

 

・左記の金融商品につき未経験者が 56.1％と半数以上で

あった。 
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②金融商品取引の認知・理解度 a)先物取引 [％、 ｎ＝2,000]  

 
②金融商品取引認知・理解度 b)ｵﾌﾟｼｮﾝ取引 [％、 ｎ＝2,000]  

 

7.7 

18.3 

47.4 

26.7 

よく知っており十分に理

解している 

知っているが十分には理

解していない 

名前を聞いたことがある

程度 

知らない 

4.0 9.6 

29.6 56.9 

よく知っており十分に理

解している 

知っているが十分には理

解していない 

名前を聞いたことがある

程度 

知らない 

・先物取引及びオプション取引の認知度及び理解度は、『知

っている』以上の比率（「よく知っており、内容を十分に

理解している」及び「知っているが、内容を十分には理解

していない」）の合計による全体との割合は、先物取引が

26.0％、オプション取引が 13.6％であった。 

 

・先物取引及びオプション取引を「知らない」（認知して

いない）割合は先物取引が 26.7％、オプション取引が

56.9％であった。 
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②金融商品取引の認知・理解度 c)証拠金取引 [％、 ｎ＝2,000]  

 
②金融商品取引の認知・理解度 d)CFD 取引 [％、 ｎ＝2,000]  

 

4.9 8.6 

21.8 

64.8 

よく知っており十分に理

解している 

知っているが十分には理

解していない 

名前を聞いたことがある

程度 

知らない 

2.6 5.5 
13.8 

78.3 

よく知っており十分に理

解している 

知っているが十分には理

解していない 

名前を聞いたことがある

程度 

知らない 

・証拠金取引及び CFD 取引の認知度及び理解度は、『知っ

ている』以上の比率（「よく知っており、内容を十分に理

解している」及び「知っているが、内容を十分には理解し

ていない」）の合計は、証拠金取引が 13.5％、CFD 取引が

8.0％であった。 

 

・証拠金取引及び CFD 取引を「知らない」（認知していな

い）割合は証拠金取引が 64.8％、CFD 取引が 78.3％であ

った。 



Copyright ©The Financial Futures Association of Japan, All Rights Reserved. 

③先物・OP・証拠金・CFD 取引 を理解したいか [％、 ｎ＝1,960]  

 
④先物・OP・証拠金・CFD 取引 を理解したくない理由 
(複数回答) [％、 ｎ＝1,358]  

 

4.4 

26.3 

27.9 

41.4 

とても理解したい 

機会があれば理解したい 

あまり理解したくない 

全く理解したくない 

20.5 

22.6 

9.8 

5.6 

25.0 

63.7 

0.1 

0.0 50.0 100.0

理解すること自体が難しそうで面倒 

危険な取引なので 

投資対象は株や債券、投資信託で十分 

勉強する時間がないから 

投資する資金がないから 

興味がないから 

その他 

・先物取引、OP 取引、証拠金取引及び CFD 取引の理解へ

の意欲は、『理解したい』以上の比率（「とても理解したい」

及び「機会があれば理解したい」）の合計は、30.7％であ

った。 

 

・先物取引、OP 取引、証拠金取引及び CFD 取引を理解し

たくない理由は「興味がない」が 63.7％であった。 
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⑤先物・OP・証拠金・CFD 取引を理解するのにあるとよい方法 

（複数回答）[％、ｎ＝697] 

 
⑥先物・OP・証拠金・CFD取引を勧めたいか [％、ｎ＝545] 

 

28.3 

35.3 

24.7 

36.2 

22.7 

29.7 

0.4 

17.9 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

学校等での投資教育の一部に含める 

業者等の説明をわかりやすくする 

業者からの取引に関する教材の提供 

業者のネットでの学習環境提供 

金融専門誌や書籍（一般書籍）の充実 

テレビや新聞での情報発信 

その他 

わからない 

4.2 
15.4 

43.5 

36.9 
そう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 

全くそう思わない 

・先物取引、OP 取引、証拠金取引及び CFD 取引を理解す

るのにあるとよい方法についての回答はネットでの学習

環境の提供」が 36.2％、次いで「業者等の説明をわかり

やすくすること」35.3％であり、業者の対応に関する内容

が上位となった。 

 

・先物取引、OP 取引、証拠金取引及び CFD 取引を（知人

等に）勧めたいかについての回答は『勧めたいと思う』（「そ

う思う」及び「ややそう思う」の合計）の割合が 19.6％、

『勧めたいと思わない』（「そう思わない」及び「ややそう

思わない」の合計）の割合が 80.4％であった。 
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⑦先物・OP・証拠金・CFD 取引を勧めたい理由 
（複数回答）[％、ｎ＝107] 

 
⑧先物・OP・証拠金・CFD 取引を勧めない理由 
（複数回答）[％、ｎ＝438] 

 

62.6 

58.9 

26.2 

0.0 50.0 100.0

ハイリターンが期待できるから 

原資産の価格変動に対するヘッジ可能 

少額の元手で多額の投資できて効率的 

55.3 

13.5 

34.5 

28.8 

18.3 

3.4 

8.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ハイリスクだから 

ヘッジする資産を持つ人がいない 

元手を上回る損失が発生する可能性 

商品内容が難しいから 

興味を持つ人が少なそうだから 

その他 

わからない 

・先物取引、OP 取引、証拠金取引及び CFD 取引を、勧め

たい理由は、「ハイリターンが期待できるから」が 62.6％、

「現物株式や外国通貨などの原資産の価格変動に対する

リスクヘッジができるから」が 58.9％であった。 

 

・先物取引、OP 取引、証拠金取引及び CFD 取引を、勧め

たくない理由は、「ハイリスクだから」が 55.3％、「元手

を上回る損失が発生する可能性があるから」が 34.5％、「商

品内容が難しいから」が 28.8％であった。 
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⑨デリバティブ取引 投資したい方法（直接／間接）[％、ｎ＝2000] 

 
⑩（金融商品を売買する際の）自動売買利用意向 [％、ｎ＝2000] 

 
 

12.9 

12.4 

10.1 

42.4 

22.3 

直接自分で行うほうが良

い 

プロに任せて間接的に投

資が良い 

直接投資と間接投資を使

い分ける 

いずれの方法でも取引は

行わない 

わからない 

11.6 

60.2 

28.3 
利用したい 

利用したくない 

わからない 

・デリバティブ取引を行う場合、どのような方法により投

資を行いたいか(投資したい方法)については、「直接自分

で行うほうが良い」が 12.9％、「プロに任せて間接的に投

資を行うほうが良い」が 12.4％、「直接投資と間接投資を

状況によって使い分ける」が 10.1％となっており、三者

三様に分かれた。また、「いずれの方法によっても取引は

行わない」が 42.4％と最も高い結果となった。 

 

・金融商品を売買する際に、自動売買（所定のコンピュー

タープログラムに従って自動的に売買する方法）を利用し

たいかについては、「利用したい」は 11.6％、「利用した

くない」は 60.2％であった。 
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３．外国為替証拠金取引（ＦＸ）についての意識 
①外国為替証拠金取引（ＦＸ）の認知・理解度 [％、ｎ＝2000] 

 
②外国為替証拠金取引（ＦＸ）の取引状況 [％、ｎ（=２.①）=135] 

 
 

10.8 

22.5 

47.5 

19.2 

よく知っており十分に理

解している 

知っているが十分には理

解していない 

名前を聞いたことがある

程度 

知らない 

60.7 

39.3 行っている 

行っていない 

・外国為替証拠金取引（ＦＸ）の認知及び理解度は、『知

っている』（「よく知っており、内容を十分に理解している」

（10.8％）及び「知っているが、内容を十分には理解して

いない」（22.5％）の合計）との回答は全体の 33.3％であ

った。 

 

・外国為替証拠金取引（ＦＸ）の取引経験者のうち、現在

(調査実施期間時点のこと。以下同じ)でも取引を行ってい

るの割合は 60.7％であった。（参考までに全体からみると

4.1％であった。） 
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③外国為替証拠金取引（ＦＸ） 取引していない理由 
（複数回答）[％、ｎ＝53] 

 
④外国為替証拠金取引（ＦＸ） 取引開始（継続）意向[％、ｎ＝2000] 

 

7.5 

41.5 

28.3 

17.0 

32.1 

1.9 

目標とする利益を得たので 

期待したほどの利益が得られなかった 

予期せぬ大きな損失を被ったので 

他金融商品取引のほうが効率的と判断 

投資する余裕がなくなったので 

その他 

0.0 20.0 40.0 60.0

5.4 
10.4 

31.1 
53.2 

取引を行いたい 
やや行いたい 
あまり行いたくない 
全く行いたくない 

・外国為替証拠金取引(ＦＸ)経験者で現在は当該取引を行

っていない人における、取引していない理由は、「期待し

たほどの利益が得られなかった」が 41.5％で最も高く、

次いで「投資する余裕がなくなった」が 32.1％、「急激な

相場変動によって、予期せぬ大きな損失を被った」が

28.3％となっている。 

 

・外国為替証拠金取引（ＦＸ）における今後の取引開始（継

続）意向（今後、取引を開始したい及び今後も取引を継続

したいという意向）をみると、『行いたい』（「取引を行い

たい」（5.4％）及び「やや行いたい」（10.4％）の合計）

の割合は 15.8％、『行いたくない』（「あまり行いたくない」

及び「全く行いたくない」の合計）の割合が 84.3％であ

った。 
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⑤外国為替証拠金取引（ＦＸ） 取引を行いたい理由  
複数回答[％、ｎ＝315] 

 
⑥外国為替証拠金取引（ＦＸ） 取引を行いたくない理由 

複数回答[％、ｎ＝1685] 

 

54.6 

29.8 

19.0 

35.6 

12.1 

0.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

ハイリターンが期待できるから 

多くの投資者が利益を得ているから 

外貨建て資産の為替リスクをヘッジ 

手軽に外国通貨への投資 

外貨を円に換えられるから 

その他 

50.0 

13.0 

6.5 

9.7 

15.4 

36.7 

0.8 

16.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

リスクが高いから 

多くの投資者が損失を被っているから 

外貨建て資産の保有なし・関心なし 

FXを含むﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ取引に関心なし 

商品内容が難しいから 

投資する余裕がないから 

その他 

わからない 

・外国為替証拠金取引（ＦＸ）につき、今後取引を行いた

い理由は、「ハイリターンが期待できるから」が 54.6％で

最も高く、以下、「手軽に外国通貨への投資が行えるから」

が 35.6％、「多くの投資者が利益を得ているから」が

29.8％となっている。 

 

・外国為替証拠金取引（ＦＸ）につき、今後取引を行いた

くない理由は、「リスクが高いから」が 50.0％で最も高く、

次に「投資する余裕がないから」が 36.7％となっており、

「わからない」との回答も 16.2％となった。 
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⑦「上場取引」と「店頭取引」の認知度 [％、ｎ＝2000] 

 
⑧外国為替証拠金取引（ＦＸ）業者の印象 複数回答[％、ｎ＝2000] 

 

16.1 

83.9 

知っていた 
知らなかった 

4.3 
25.2 

3.6 
11.6 

21.4 
1.4 

11.2 
3.6 
4.2 

0.5 
50.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

安心して取引を行うことができる 
破たんリスクが高そう 
公正なイメージがある 

信頼性が低い 
インターネット取引が多い 

伝統的な会社が多い 
新しい会社が多い 

個性的な会社が多い 
海外の会社が多い 

その他 
特にない・わからない 

・外国為替証拠金取引（ＦＸ）について、上場取引（取引

所取引等）及び店頭取引の２つがあることを知っているか

という点については「知っていた」は 16.1％であった。 

 

・外国為替証拠金取引（ＦＸ）業者の印象については、「破

たんリスクが高そう」が 25.2％、「インターネット取引が

多い」が 21.4％、「信頼性が低い」が 11.6％、「新しい会

社が多い」が 11.2％となっている。また、「特にない・わ

からない」が 50.5％と半数を占めている。 
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４．金融商品についての知識 
①金融商品についての知識・情報 収集方法 複数回答３つ迄[％、ｎ＝2000] 

 
②金融商品につき、得たい知識 複数回答[％、ｎ＝2000] 

 

11.8 
8.8 

8.1 4.3 

12.5 

21.7 
9.5 

0.8 

9.8 
0.3 

6.7 

47.4 

金融機関の窓口での相談 
金融機関においてあるパンフレット 
講演会・セミナーへの参加 
専門家・アドバイザーへの相談 
マスメディア（テレビ・新聞等） 
ウェブサイト 
家族・友人との会話（クチコミ） 
学校(社会人向け含む)での授業・講演 
金融商品・投資に関する書籍 
その他の情報源 
どこで習得すればいいか不明 
金融商品を選択することはない 

21.4 
14.1 

15.5 
11.6 

18.6 
12.0 
13.0 

9.8 
0.1 

20.0 
37.6 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

金融商品の仕組みやﾘｽｸに関する知識 
金融商品取引の始め方に関する知識 
金融商品税制の仕組みに関する知識 
経済における金融商品の役割の知識 

経済に関する全般的な知識 
外国為替や金利に関する基礎的な知識 
個別の金融商品を分析する為の知識 
個別の金融商品運用についての知識 

その他 
わからない 

知識は必要ない 

・金融商品における知識・情報をどのような機会で得てい

るかといった収集方法については、「ウェブサイト」が

21.7％、「マスメディア（テレビ・ラジオ番組、新聞・雑

誌等）」が 12.5％となり、次に「金融商品取引業者や金融

機関の窓口での相談（販売員の説明）」が 11.8％で続いて

いる。また、そもそも「金融商品を選択することはない」

との回答が 47.4％となっている。 

 

・金融商品とその投資に関し、得たい知識については、「個

別の金融商品の仕組みやリスクに関する知識」が 21.4％

となっている。一方、「知識は必要ない」が 37.6％、「わ

からない」との回答が 20.0％となっている。 
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平成 28 年度 金融先物取引に関する個人投資家の意識調査における概要 
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